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１．研究基本情報 

課題名 「認知科学的転回」とアイデンティティの変容 

研究テーマ名 
アイデンティティの内的多元性：哲学と経験科学の協同による 

実証研究の展開 

責任機関名 国立大学法人北海道大学 

研究代表者（氏名・所属・職） 竹澤正哲・大学院文学研究院・准教授 

研究期間 平成２９年度 ～ 令和２年度 

委託費 

平成２９年度  2,925,000 円 

平成３０年度  3,770,000 円 

令和元年度  3,640,000 円 

令和 ２年度  2,827,500 円 

 

２．研究の目的 

我々は「自己」を自分だけが知りうる唯一無二の存在として認識していると同時に、他者も自分と同様に

「自己」を持つ存在だと認識している。だが我々は他人の心を直接体験することができないにも関わらず、

なぜ我々は「他者も自分と同様の自己を持つ存在である」と知ることができるのだろうか？これは、現代哲

学における主要な問題の一つ、「他者問題」である (Husserl, 1931; Merleau-Ponty, 1945)。このような自己、意

識、間主観性に関する諸問題は、長いこと哲学における思弁の対象とされ、科学的な研究の対象だとはみな

されてこなかった。                
 だが20世紀末に入ると、神経科学や認知科学の発展に伴い、意識、自己、間主観性について、自然科学的

な知見が急速に蓄積され始めた。自己認識や他者の心的状態の理解 (心の理論、メンタライジング) に関わる

脳内ネットワークや (Lombardo et al., 2010; Jankowiak-Siuda et al., 2011)、意識と相関する神経活動に関する研

究が進展した (Koch et al., 2016)。さらにこうした流れの中から、クオリアのような主観的経験を情報量という

概念を通して定式化する試み (Tononi, 2004)、脳という計算システムの機能を自由エネルギー原理で統合的に

理解する試み (Friston, 2010) などが生まれてきた。いずれも、単に心的活動と相関する脳部位を特定するので

はなく、情報理論や複雑系科学の成果を積極的に応用して、現象学が対象としてきた概念を探求する動きで

ある。 
 こうした科学サイドの動きに対しては、哲学サイドからも一定の反応が生じた。神経哲学、神経倫理学、

実験哲学といった領域が立ち上がり、科学で得られた知見に基づいて、自己や意識、他者に関する哲学の議

論を深化させようとする動きが広まっている。だがこれは、科学から哲学に対する一方向的な影響であるよ

うに思える。哲学の豊穣な議論が科学に影響を与えるような、逆方向の流れはあまり見られないのが現状で

ある。 
 本研究の目的は、自己、意識、他者を巡る哲学の豊穣な議論から、実証的に検証可能な仮説を導出するこ

とで、哲学と実証科学が真の意味で融合した新たな研究を展開することにある。そして、我々の取り組みが

哲学と実証科学が融合した研究のロールモデルとなるよう、研究成果を論文として公刊するのみならず、研

究の途中経過を公開シンポジウムという形で公開することを目指した。 
 

３．研究の概要 

 現代哲学における主要な問題の一つ、「他者問題」に対して、哲学者である田口は、「自他の重なり合い」、

すなわちゼロ人称とでも呼ぶべき、自でも他でもない状態が認識の原初状態となっているのではないかとい

う仮説を提唱している（Taguchi, 2018）。本研究では、この哲学的な思弁に基づいて、実証的に検証可能な理

論仮説を導出することで、実証科学者だけでは見出し得ないような新たな研究の展開を試みた。 
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（研究１ fMRI実験による自他の重なり合い仮説の検証）人間が人称を意識せずに世界を認識している時の

脳の空間的活動パターンは、一人称視点で世界を認識している時と、他者視点で世界を認識している時のパ

ターンが混合したような状態であるという作業仮説に立脚して fMRI実験を計画し、マルチボクセルパターン

分析（機械学習を応用したデコーディングの手法）によって検証した。 
（研究２ DNNを用いた理論的検討）個体が他者を認識して、その心の状態を理解するためには、「自他の

重なり合い」が必要であるという作業仮説を立てた。「自他の重なり合い」というモジュールを組み込んだデ

ィープニューラルネットワークを構築してシミュレーションを行い、この仮説を立証した。 
 哲学と実証科学が真の意味で融合した研究の推進を目指して、2018年に公開シンポジウム「自己をめぐる

冒険〜現象学・ロボティクス・神経科学・精神医学の境界を超えて〜」（東京）を開催しし、200名を超える

参加者に向けて研究の途中経過を公開してきた。さらに2019年7月には本プロジェクトのメンバーを中核とし

て、人間知×脳×AI研究教育センター（Center for Human Nature, Artificial Intelligence and Neuroscience; 略称

CHAIN）が、北海道大学・学内共同施設として設立された。哲学と実証科学の融合による新たな研究を展開

するという本プロジェクトの目標は、その場所を変えて発展拡大していく。 
 

４．研究プロジェクトの体制 

 

研究代表者等の別 氏名 所属機関・部局・職名 研究項目 

研究代表者 

 

分担者 

竹澤 正哲 

 

田口 茂 

 

太田 紘史 

 

小川 健二 

 

飯塚 博幸 

 

高橋 泰城 

北海道大学・文学院・准教授 

 

北海道大学・文学院・教授 

 

新潟大学・人文学部・准教授 

 

北海道大学・文学研究科・准教授 

 

北海道大学・情報科学研究院・准教授 

 

北海道大学・文学院・准教授 

研究統括 

 

理論概念整理・仮説構築 

 

理論概念整理・仮説構築 

 

fMRI実験の実施・分析 

 

DNNシミュレーションの実

施・分析 

理論概念整理・仮説構築 

 

５．研究成果及びそれがもたらす波及効果 

「他者問題」と「自他の重なり合い」仮説 
 現代哲学における主要な問いの一つである、「他者問題」。これは「自己と他者は異なる存在である」とい

うことを前提としながら、いかにして「自分も他者も、自己を持つ存在である」という自己の普遍性につい

ての認識が成立しうるのかという謎である。この他者問題について、本プロジェクトメンバーの一人である

哲学者の田口は、あるひとつの理論仮説とでも呼ぶべきアイデアを発展させていた。 
 現代においては、自己とは孤立した「私」だけが知覚できる対象だと考えられている。だが田口は、哲学

において「自己は本質的に個体的である」とされるようになったのは20世紀に入ってからであり、それ以前

の哲学では、「他者問題」のような問いがほとんど見られないことを指摘する。そして、自己の基本的な様態

とは、そのような孤立的な個体ではなく、ゼロ人称とでも呼ばれるべき自他の重なり合った状態であり、現

象学者フッサールの「原自我」の理論もそのような方向で解釈できると指摘する (Taguchi, 2006, 2010)。 
 実は、先反省的で明示的に意識されない「自他の重ね合わせ」という状態（Taguchi 2019a）が存在する可

能性については、模倣や自己意識（Piaget, Gopnik, Meltzoffなど）、ミラー・ニューロンやシミュレーション説

を巡る発達科学や神経科学における議論の中にも垣間見える。たとえば他者の心的状態を推論するための方

法として、発達科学ではシミュレーション説（Simulation-theory）という方略が提唱されている。シミュレー
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ション説とは「自分があの人と同じ状況に置かれたならば、どう考えるか」と推論する方略、すなわち視点

取得によって自己の心的状態を他者に帰属させて、他者の心的状態を推論するプロセスである。このような

シミュレーションは、脳内ではミラーニューロンのシステムによって実装されているとみなされている

（Gallese & Goldman, 1998）。だがミラーニューロンの発見者であるGallese自身は、ミラーニューロンシステム

が行っているのは、「自己を他者の立場に置いてシミュレーションする」という言葉から想像される高次の認

知プロセスではなく、自他を弁別しない、自動的かつ先反省的な低次の認知プロセスだと議論している（Gallese, 
2003, 2005）。こうした「自他を弁別しない低次の先反省的なプロセス」が先行し、それが自己意識と他者認識

の基盤となっているとの考えは、神経科学における他の様々な知見とも整合的である。こうして本プロジェ

クトは、哲学者である田口の打ち立てた、理論仮説とでも呼ぶべきアイデアを、実証科学の手法によって検

証しようとすることからスタートした。 
 
研究① fMRI実験を用いた「自他の重なり合い」仮説の検証 
 fMRIデコーディングによって脳活動から心的状態を推測する fMRIでは脳を1辺3mm程度の立方体（ボク

セル）に分割し、各ボクセルの活動を記録する。そして通常の分析では、数十万個にも及ぶボクセルの一つ

一つに対して、「ある刺激を知覚している時に、どのボクセルにおいて統計的に有意な活動が見られるか」を

検討していく。だが人間の脳は数百億個もの神経細胞から構築されたネットワークであるため、通常の分析

では限定的な情報しか分析できない。これに対して、脳活動の全体的なパターンそのものを、機械学習の手

法によって解析するために開発されたのが、マルチボクセルパターン分析（MVPA）である。通称fMRIデコ

ーディングと呼ばれる分析手法である。 
 fMRIデコーディングの最大の特徴は、fMRIで得られた脳活動データから、「今、脳はどんな心的処理をし

ているのか（e.g., 何を見ているのか、何を考えているのか）」を判別できることにある。そのために、脳部位

の全体的な活動パターンを高次元の特徴空間にマッピングし、ある処理を行っている時の活動パターンを弁

別するような識別器（デコーダー）を、機械学習の手法によって訓練する。この訓練された識別器を利用す

れば、fMRIで取得された脳活動データから、「今、脳がどのような心的処理を行っているか」を正確に予測す

ることが可能となるのである。 
 視点取得における「自他の重なり合い」実験の立案 田口の「自他の重なり合い」仮説は、「自己・他者」

という表象や認識の基盤には、いずれの視点も取らないゼロ人称的な、自他が重なり合った状態があるとい

うものである。我々は、日常的に人間が世界を視覚的に経験している際にも、この状態が生じているのでは

ないかと考え、fMRI実験を計画した。 
 まず参加者に日常的に対象を観察する様子を模した動画を提示し、何も考えず放心して視聴してもらいな

がらfMRIで脳活動を測定した。続いて「自己の視点」あるいは「他者の視点」を意識してから同様の動画を

視聴する条件を設け、その際の脳活動を測定した。「自己視点」あるいは「他者視点」という特定の視点を意

識して世界を知覚している時には、脳はそれぞれに対応した異なる活動パターンを示していると考えられる。

一方、「自他の重なり合い」仮説によれば、特定の視点を意識せずに世界を経験している時は、「自己視点」

あるいは「他者視点」のいずれにも分離されていない状態にあると考えられる。我々は、そのような状態に

おける脳は、「自己視点の時の脳状態」と「他者視点の時の脳状態」の2つが混在しているような状態にある

のではないかという作業仮説を構築した。 
 この作業仮説を検証するために、まず「自己視点」と「他者視点」条件において測定された脳活動に基づ

いて、「自己視点から世界を認識している時の脳活動」と「他者視点から世界を認識している」ことを分類す

る識別機を訓練した。そして「特定の視点を持たない（放心）」条件で観察された脳活動が、いずれの識別機

によって分類されるかを検討した。具体的には、「特定の視点を持たない」条件のデータが、「自己視点」と

「他者視点」のいずれに分類されるかの確率を求め、そのエントロピーを求めた。エントロピーが高いこと

は、「いずれの視点にも分類されうる」ことを意味する。実験の結果、概ね本研究の仮説を支持する結果が得

られている。だが上述の結果は識別機の精度の低さから生じる可能性もあるため、更に検討を重ねている。 
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研究② ディープニューラルネットワークを用いた「自他の重なり合い」仮説の検証 
 ディープニューラルネットワーク(DNN)による仮説検証 脳は無数の神経細胞からなる巨大なネットワー

クである。ディープニューラルネットワーク（深層学習とも呼ばれる）とは、こうした脳を模したモデルで

あり、様々な心的活動をシミュレートするために利用されている。広く知られているように、ディープニュ

ーラルネットワークによって、人間と同様の視覚認識や音声認識、さらに文章生成といった、低次から高次

に至る様々な認知活動を再現できるようになった。 
 ディープニューラルネットワークは人工知能の一種である。人工知能を利用することで、「ある知的活動が

生じるためには、いかなる仕組みが必要なのか」を理論的に演繹することが可能となる。もちろん、たとえ

人間と同様の知的活動を示したとしても、人工知能が人間の脳とは全く異なる仕組みによって結果を出して

いる可能性は否定できない。だが人工知能を用いた研究は、人間の脳や認知を理解する上で、貴重な情報を

提供してくれるツールとなりうる。本プロジェクトでは、ディープニューラルネットワークを用いて、「他者

の心を推測し、理解するためには、自他の重なり合いが必要である」という仮説の検証を試みた。 
 分担者である飯塚は、ディープニューラルネットワークの一種である階層型の再帰的ニューラルネットワ

ーク（RNN）を利用した研究を展開する中で、自らの視覚経験と運動経験に基づいて認知地図を獲得するロ

ボットを作成していた（Noguchi, Iizuka & Yamamoto, 2017）。本プロジェクトでは、ここに別のロボットを配

置した。「自己」ロボットと「他者」ロボットと呼ぶことにしよう。もし「自己」ロボットが心の理論を持ち、

「他者」ロボットの心の状態を推測できるならば、「自己」ロボットは「他者ロボットが見ているはずの光景」

を正確に予測できるようになるはずである。こうした「視覚的な視点取得」が可能となるためには、ロボッ

トが持つRNNの中に「自他の重ね合わせ」というモジュールが組み込まれている必要があることを、示した

（Noguchi, Iizuka, Taguchi & Yamamoto, 2019, in prep）。 
 

本研究がもたらす波及効果  

本プロジェクトは現代哲学における主要な問いの一つ、「他者問題」に関する哲学的な考察から出発し、2
つのラインの実証研究を展開してきた。いずれの研究においても、実証科学者だけでは立案できなかった作

業仮説・実験計画の立案に成功し、実際に研究を遂行できた。これは哲学における豊穣な議論が、実証科学

における新たな研究を生み出すことに貢献しうることを雄弁に物語っている。 
 哲学と実証科学の相互交流は、決して珍しいものではない。たとえば実験哲学（experimental philosophy）
という分野では、哲学における議論に新たな光を投げかけるために哲学者自身が心理学実験を行っている。

だが我々が目指したのは、逆方向の交流である。すなわち、哲学において展開されてきた議論を実証科学者

が学ぶことで、哲学者と共に実証可能な作業仮説を構築し、そして実証研究を展開することであった。その

過程において我々が実践したのは、単なる分業ではない共働だった。すなわち、哲学者と実証科学者が同じ

テーブルに座って、何ヶ月も議論を行い、作業仮説の構築、実験刺激の作成、実験デザインの立案をおこな

うプロセスである。実証研究には、手法や測度による制約が必ずつきまとう。そのため、どれほど魅力的な

実験に見えても、実現不可能であることも多い。もし我々が単なる分業によってプロジェクトを実行してい

たならば、ここまで紹介した研究を完遂することはできなかっただろう。 
 本プロジェクトでは、哲学と実証科学が真に融合した研究のロールモデルの提案を目指して、研究の途中

経過を広く公開するため、2019年2月に公開シンポジウム「自己をめぐる冒険〜現象学・ロボティクス・神経

科学・精神医学の境界を超えて〜」を東京大学において開催した。2日間に渡るシンポジウムには200名を超

える参加者が集まり、我々が目指す新たな人文学と実証科学の方向性に対して、また我々が実施した研究に

対して大きな関心が寄せられていることが明らかとなった。 
 

６．今後の展開 

 本プロジェクトに対する評価を端的に表す言葉として、公開シンポジウムで、スピーカーの一人から頂い
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た次のコメントが挙げられるだろう：「多くの場合、こうしたプロジェクトは、上層部から命じられてグラン

トの獲得自体が目的となっており、メンバーが研究そのものにあまり乗り気でないことが多い。だがこのプ

ロジェクトは全く違う。誰かにやらされている訳ではなく、本当に自分たちがやりたくて研究していること

がひしひしと伝わってくる」、と。 
 「哲学と実証科学が真の意味で融合した研究の展開」という、我々が目指した目標は、北海道大学におけ

る新たな研究教育拠点の構築へと繋がった。2019年7月。本プロジェクトのメンバーを中核として、人間知×
脳×AI研究教育センター（Center for Human Nature, Artificial Intelligence and Neuroscience; 略称CHAIN）が、

北海道大学の新たな学内研究施設として発足した。CHAINでは新たに哲学者、理論神経科学者、神経生理学

者が特任教員として雇用され、さらに2020年4月から人文学と実証科学が融合した、大学院レベルの教育プロ

グラムがスタートし、既に20名を超える北海道大学に所属する大学院生が参画している。 
 2019年11月には、本プロジェクトとCHAINの主催により、国際シンポジム「<意識の科学の冒険> 哲学・脳

科学・AI・ロボット研究のクロスオーバー」が北海道大学札幌キャンパスにおいて、開催された。意識につ

いて、哲学と実証科学の境界領域で活躍する研究者を国内外から招聘したシンポジウムには、札幌での開催

にも関わらず200名を超える参加者が集まった。このように、本プロジェクトが目指した目標は大きな注目を

集めており、既存学問の境界を超えて、発展していくことが展望されている。 
 
・本プロジェクト全体のページ 
    https://lalalarakko.github.io/SuperimposedSelves/ 
・公開シンポジウムのページ      
    https://lalalarakko.github.io/SuperimposedSelves/SympTokyo2019.html 
・国際シンポジウムのページ 
    https://www.chain.hokudai.ac.jp/events/123/ 
・CHAIN(北海道大学人間知×脳×AI研究教育センター)のページ 
    https://www.chain.hokudai.ac.jp 
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